




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   濃州石津郡上野村臥龍山行基寺永代常什物寄附 
      真蓮社性誉縁山代 
  往生要集図画 拾四幅 
     尾州名古屋両替町 










    覚   伊藤蘭丸寄附（中略） 
  一 同  八王子宮 是は茶屋町次郎左衛門より修復仕候。 
  一 絵馬祈祷猿之図  慶長八卯年臘月    宝永年中に私より修復仕候。 









  一 両替町仁兵衛、先祖伊藤源左衛門は、初蘭丸といふ、織田信長公の扈従を勤む、 
公薨し玉へる後は流浪し、男仁兵衛代商人となり、慶長十八年丑五月清洲より爰に遷 
り、後藤庄三郎控地にあり、始て両替町取立の時、両替屋九軒の中に列せり 












































































 石田瑞麿校注『日本思想大系６ 源信』岩波書店、1970 
－ 43 －
大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻
 市橋鐸他編『名古屋叢書第 12 巻 産業経済編（３）』名古屋市教育委員会、1963 
 市橋鐸他編『名古屋叢書第９巻 地理編（４）』名古屋市教育委員会、1963 
 伊藤仁兵衛信定『伊藤家小伝』上 長苗印刷、1987 
 岡田文園稿『新撰美濃志』大衆書房、1972 
 海津町編『海津町史 史料編３』太洋社、1980 
 岐阜県百科事典制作委員会『岐阜県百科事典』上 岐阜日日新聞社、1968 
 岐阜県編『岐阜県史通史編近世上』太洋社、1968 
 斎木一馬他校訂『徳川諸家系譜』２ 平文社、1974 
 新修名古屋市史編集委員会編『新修名古屋市史 資料編近世１』名古屋市、2007 
 名古屋市教育委員会『名古屋市内寺院の仏画』名古屋市教育委員会、1998 
 名古屋市教育委員会編『名古屋叢書』７ 名古屋市教育委員会、1960 






１この特別展は 2001 年９月 15 日から 10 月 21 日にかけて行われた。 






























																																								 																																								 																																								 																																								 																							
 マテ山境右谷ノ峯通ハ境石ヲ可限右菩提山ハ行基菩薩入定ノ霊地依之要行／ 
 山圓心寺再興之望有之境内右書記之通寄進被成候間全不可有相違者也／ 
  元禄十五年壬午十一月 
   要行山圓心寺 










１２紙本著色。各幅 125.6×54.9 センチ（『冥界の裁き 閻魔さまと地蔵の世界―東海に残る
六道信仰の造形―』、167 頁）。 
１３『新修名古屋市史 資料編 近世１』、732 頁。 
１４『冥界の裁き 閻魔さまと地蔵の世界―東海に残る六道信仰の造形―』、134 頁。 













なかっただろう。（『新修名古屋市史 資料編近世１』、732～733 頁） 
１９ 『名古屋商人史』、９～14 頁。 
２０ 桑山好之の著作である。『尾張名所図会』からの引用があることから、天保末期～弘化頃
（19 世紀中頃）に制作されたと見られている。（『名古屋叢書』７、32 頁） 




臣でもあった。寛永七年九月二二日に没し、享年 65 歳である。（前掲注６、303～304 頁） 
２３ 『伊藤家小伝』上、1987。 
２４ 「延宝六年（中略）男児が生まれた、（中略）四郎吉とつけられた」（前掲注 23、148 頁） 
２５ 「四郎吉は屢々同姓祐政に伴はれて京都を往復した、そして仕入のコツを見習った」（前
掲注 23、152 頁） 
２６ 「四郎吉は二十七才で家督を継いて安信と名のった」（前掲注 23、157 頁） 
２７ 「信興夫婦の京都行きは頻繁に続けられておる、そして遂に二人は西寿寺に於て祝髪し」
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図：光明寺
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系図。『伊藤家小伝』と『伊藤
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